
令和７年度 自己評価および学校関係者評価書 

函館市立深堀中学校  

１ 本年度の重点教育目標 

豊かな心を持ち，自ら考え，判断し，行動できる生徒の育成 

２ 本年度の取組の重点 

①確かな学力の向上を図る学習指導            ② 道徳教育を要とした特別の教科 道徳科 

③自己の生き方を考えていくための総合的な学習の時間   ④ 自主的・実践的態度を育てる特別活動 

⑤自己管理能力を高め，健康と体力の向上を目指す健康・安全教育      

⑥自立し，たくましく生きる力を培う特別支援教育    ⑦ふれあい活動を基盤にした ぶれない生徒指導 

３ 自己評価結果に対する学校関係者評価 

分 野 評価項目 
自己評価結果 学校関係者評価 

達成 

状況 改善の方策 
自己評価 

の適正さ 

改善の方 

策の評価 
主な意見（改善策など） 

①確かな学

力の向上を

図る学習指

導 

学習規律の徹底を図ることができ

たか。 
a 

教職員間での共通理解と共通実践を図

り、指導を継続して徹底する。 
A A  

必要な資質・能力を育む授業改善

を図ることができたか。 
b 

校内外の研修を通して資質・能力を高

め、主体的・対話的で深い学びにつなが

る授業を実践する。 

A A  

②道徳教育

を要とした

特別の教科 

道徳科 

校内体制の確立と「道徳科」授業

の充実を図ることができたか。 
a 

道徳教育推進教師を中心に研修を充実

させ、担当者のローテーションなどで校

内体制を整える。 

A A  

いじめ防止基本方針に基づいた取

組の充実を図ることができたか。 
a 

生徒会主体でいじめ撲滅キャンペーン

（IBC）を継続し、取組を一層充実させ

る。 

A A 
・クラス内だけでなく、他の学年とのつながりを意図的

にもつなどの工夫も感じられます。 

③自己の生

き方を考え

ていくため

の総合的な

学習の時間 

勤労観・職業観を育てるキャリア

教育の一環としての進路指導の充

実を図ることができたか。 

a 
地域産業訪問や体験学習を通して、社会

に貢献しようとする意欲や意識を高め

る。 

A A  

地域の力（人材・教育資源）を活

用することができたか。 
a 

ＦＫ-NET（深駒ネット）を活用し、地

域の教育資源の発掘と活用を継続する。 
A A 

・微力ながら地域の力として関わり、こちらも感謝して

おります。 

・授業以外の活動の場面においても、積極的、効果的に

活用されていると思います。 

 

④自主的・実

践的態度を

育てる特別

活動 

集会活動や学校行事の工夫で自主

的・実践的態度を育成することが

できたか。 

a 
自己肯定感や自己有用感を高める集会

活動を企画・工夫し、継続的に実施する。 
A A 

・部活動の縮小などで自分の場所やアピールの場が狭ま

っています。サポートを大切にしてほしい。 

・生徒会を中心とした活動において、たくさんの工夫や

展開がされていたと思います。 

生徒主体の奉仕活動の充実を図る

ことができたか。 
a 

ボランティア活動を基盤に、生徒の奉仕

活動への主体的参加をさらに促す。 
A A 

・自主的な活動は人生経験として大きな力になると思い

ます。 

・生徒会や先輩が率先して活動し、校風として地域に対

しても好印象の広がりを感じています。 

⑤自己管理

能力を高め，

健康と体力

の向上を目

指す健康・安

全教育 

性教育の計画的・系統的な指導体

制の確立を図ることができたか。 
a 

保健体育科を中心に性教育の年間計画

を明確にし、系統的な指導を行う。 
A A 

・多様性を尊ぶ社会であり、自己を大切にすることを意

識してほしい。 

健康な生活習慣の形成と安全意識

の高揚を図ることができたか。 
a 

学校生活の諸場面で生活リズムや安全

意識に関する指導を行い、家庭と連携し

て意識を高める。 

A A 

・ヤングケアラーや親のメンタル疾患、シングル家庭の

増加、再婚や内縁など子どもたちの精神の健康安全への

配慮もよろしくお願いします。 

・保健衛生・栄養学などにも関心を持たせてほしいです。 

⑥自立し，た

くましく生

きる力を培

う特別支援

教育 

生徒の特性に応じた適切な支援の

充実を図ることができたか。 
b 

個別最適な指導を通して生徒の困り感

を的確に把握し、一人一人に応じた支援

を工夫する。 

A A 
・難しいなかよく取り組まれている。生徒の個性・よさ

を伸ばしてほしい。 

・個人の資質の基礎が築かれる。 

校内支援体制の確立を図ることが

できたか。 
a 

深堀サポートルームや函館サポートベ

ース、SSW を積極的に活用し、校内支

援体制を強化する。 

A A ・時期の対応が求められます。 

⑦ふれあい

活動を基盤

にした ぶ

れない生徒

指導 

全教師が、共通理解・協働体制に

基づいて適切に指導・援助するこ

とができたか。 

a 
全教職員が共通理解と協働体制のもと

で関わり、日常的に自己肯定感や自己有

用感を高める指導を行う。 

A A 
・個々の特性に合わせ、日常的に声かけなどがされてい

ると思います。 

生徒理解のための努力がなされ，

日常生活の中で相談活動を積極的

に行われることができたか。 

a 
いじめや不登校の未然防止・早期発見・

早期解決に努め、相談しやすい環境づく

りを進める。 

A A 
・職員全体に柔らかく穏やかな印象があり、生徒からも

相談しやすい空気感があると感じています。 

【全体を通して】 

・学力向上だけでなく、生徒の自己肯定感や主体性を育てる取組も充実しており、教職員が共通理解のもと、学校全体で生徒を支える体制が整っていると感じます。また、落ち着いた学校生活

が維持されており、いじめの未然防止につながっていると思います。生徒や教職員のウェルビーイングの向上を意識した学校運営がなされていると考えます。学校の細やかな工夫や努力が伝わ

る一年でした。そのご尽力に心より敬意を表します。 

 



■ 自己評価達成状況                   ■ 自己評価の適切さ及び改善の方策の適切さにかかる評価 

ａ ほぼ達成できた （８割以上）  

 

Ａ 自己評価及び改善策は適切であり，取組を進めるべきである。 

ｂ 概ね達成できた （６割以上） Ｂ 自己評価及び改善策は適切であるが，若干の修正は必要である。 

ｃ 十分ではない  （４割以上） Ｃ 自己評価及び改善策の方向性はよいが，若干の修正が必要である。 

ｄ 達成できなかった（４割未満） Ｄ 自己評価及び改善策を再度検討する必要がある。 

 


